
民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。
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早くも対立しゃぎ 町立幼稚園

今年度から町立に移管された幼 離されベソをかく子もいましたが

稚園で4月7日開図式。 ほとんどは元気いっぱい。 5人的

旧高校跡の図舎に 4・5歳児の 先生に早〈もなっき、歌や紙芝居

133入 金貝が出席。 お母さんから に大はしゃぎでした。
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。
四
十
九
年
度
各
会
計
予
算

一
般
会
計
十

一
位
千
五
万
六
千
問

特
別
会
計
五
億
五
千
百
三
十

一
万
四
千

円
で
総
額
十
六
億
六
千
百
三
十
七
万
円

に
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
一
般
会
計
で

一
O

一
%、
特
別
会
計
で
二
三
一

%
の
別
で
す
。

(
詳
し
い
内
容
は
三
、

六
、
七
ペ
ー
ジ
で
特
集
し
て
い
ま
す
)

〈
〉
四
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
七
百

一
万

八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
子
制
州
総
姉
酬
は
十

一
億
九
千
百
十
六
万
六
千
円
に
な
り
ま

し
た
。
追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
土
地
開
発

法
金
総
出
金
に
九
百
七
十
万
六
千
円
、

老
人
、
心
身
障
笹
者
自弘
傑
扶
助
に
宵
四

十

一
億
~・

千
万
円

四
十
九
年
度
予
算
決
ま
る

一

第

一
回
許
前
町
議
会
は
三
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
附
十

れ
、
新
年
度
各
会
計
予
算
、
四
十
八
年
度
各
会
計
補
正
予
釣
一

一
土
地
開
発
基
金
条
例
的
制
定
、
収
入
役
の
選
任
な
ど
居
士
一
十
一

件
を
私
的
叫
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
e

，

一
d

こ
町
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
a

十
，

L
1
UL
-
-生
付
費
や
高
額
療
養
切
な
ど
七
百
五
十
万

セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金
に
九

二
千
円
が
追
加
さ
れ
総
額

一
億
八
千
五

十
二
方
向
、
除
密
機
械
世
上
百
九
十
七
万
九
千
円
に
、
国
保
会
計
施

料
に
百
二
十
一
一
万
一
一
千
十

詰

定

で

は

薬

品

苦

手

八

百

七

十

中
央
線
街
路
事
業
移
転
補
償

に
七
百
四
十

一
万
八
千
円
、
救
急
車
用

備
品
腕
入
に
五
十
凶
万
七
千
円
、
綾
川

小
別
現
場
改
築
工
事
に
四
十
四
万
八
千

円
、
給
食
用
設
備
備
品
に
百
五
十
万
八

千
円
、
幼
稚
園
口
収
に
四
百
六
十
万
七

千
円
、
社
会
体
育
交
付
金
に
三
十
五
万

円
、
納
税
貯
相
官
組
A
H
浜
励
金
に
二
十
九

万
二
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成

人
で
は
地
方
交
付
税
千
七
百
七
十
五
万

五
千
円
、
町
俄
九
百
五
十
万
円
、
国
庫

支
出
金
四
百
二
十
八
万
三
千
円
、
道
支

出
金
二
育
三
十

一
万
七
千
円
、
地
方
版

与
税
二
百
万
円
、
町
税
育
八
十
五
万
二

千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

。
四
十
八
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

阿
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
山
町出時給

陸置

水
道
使
用
料
を
す
え
置
き

国
保
税
は
四
八
%
の
伸
び

〈
〉
国
民
健
康
保
険
会
計
事
擁
勘
定

(二

億
四
千
二
百
五
オ
八
万
凶
千
円
)

総
予
算
は
前
年
度
に
比
べ

三
七

・
二

%
増
で
、

一
億
五
千
四
百
六
十
四
万
九

千
円
何
回
路
支
出
金
と
八
千
百
六
十
七

万
七
千
円
何
回
民
健
康
保
険
税
が
お
も

な
財
源
で
す
。

各
税
町
医
療
費
無
料
化
、
受
診
増
、

医
療
質
的
改
定
、
日
初
療
養
費
制
皮
肉

開
始
な
ど
か
ら
医
療
貨
は
大
幅
に
伸
び

て
お
り
、

一
般
4
守
川
か
均
六
宵
万
円
を

繰
り
入
れ
る
な
ど
し
て
被
保
険
者
向
負

担
を
極
力
軽
〈
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
が
、
保
険
税
は
前
年
度
当
初
に
比
べ

四
九
八
・
六
%
の
大
幅

mに
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、

一
世
稲
平
均
五
万
九
千

二
百
十
五
円
、
一
人
平
均

一
万
五
千
五

十
一
円
に
な
り
ま
す
が
、
固
か
ら
の
臨

時
交
付
金
が
決
ま
る
六
月
に
は
、
若
手

負
担
が
減
っ
て
税
率
が
確
定
し
ま
す
。

歳
出
で
は
‘
療
鵬
首
、
高
額
療
養
、
助

産
、
葬
祭
な
ど
の
保
険
給
付
曲
目
に
二
億

二
千
六
百
九
十
四
芳
五
千
円
、
保
健
婦

活
動
的
資
用
に
四
百
十
六
万
七
千
円
、

納
税
組
合
奨
励
費
に
百
六
十
二
万
七
千

円、

予
備
費
に
二
百
十
七
万
八
千
同
な

ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定

(ニ

他
八
千
五
百
四
十
六
万
五
千
円
)

収
入
は
、
入
院
、
外
米
主
ど
の
医
業

収
益
が
二
億
五
千
四
百
五
十
六
万
六
千

同
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り

人
件
費
や
薬
品
、
給
食
材
料
官
な
ど
の

医
業
費
用
に
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
.

ま
た
、
資
本
的
支
出
と
し
て
レ
ン

f

ゲ
ノ
な
ど
医
療
用
備
品
購
入
に
千
五
百

七
十
万
円
、
看
護
婦
宿
舎
改
造
や
修
繕

に
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉
簡
易
水
道
事
喋
会
計

(二
千
五
万
七

千
円
)
使
用
料
的
改
訂
が
検
討
さ
れ
ま
し
た

が
、
公
共
料
金
抑
制
的
方
針
も
あ
り

一

般
会
什
か
ら
二
育
四
十
四
万
五
千
円
円

繰
り
入
れ
や
経
貨
の
節
約
を
図
る
な
ど

新
し
い
収
入
役
に

久
保
田
常
次
さ
ん

第

一
固
定
例
町
説
会
で
、
昨
年
五

国
民
健
康
保
険
の
出

産
祝
金
が
二
万
円
に

。
土
地
開
発
基
金
条
例
の
制
定

公
共
用
地
、
必
用
地
な
ど
の
先
行
取

得
に
よ
り
事
業
の
円
滑
主
執
行
を
図
る

た
め
、

三
千
万
円
の
土
地
開
発
基
金
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈〉
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

四
月

一
日
か
ら
出
産
祝
金
が
一
万
円

か
ら
二
万
円
に
改
め
均
れ
ま
す
。

。
固
定
資
産
税
の
特
例
条
例
の
制
定

町
の
防
波
振
興
の
た
め
、
日
進
共
同

利
用
模
範
牧
場
の
事
業
に
か
か
る
固
定

資
産
税
が
昭
和
四
十
九
年

一
月

一
日
か

ら
五
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の

し
て
、
当
面
現
行
使
用
料
に
す
え
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

水
道
使
用
料
八
百
三
万
六
千
円
、
簡

易
水
道
事
業
倒
七
百
八
十
万
問
が
お
も

な
歳
入
で
、
人
件
費
や
徴
収
委
託
料
な

ど
総
務
費
に
六
百
十
五
万
三
千
円
、
水

道
改
良
工
事
政
に
八
百
八
十
万
円
、
給

水
工
事
政
に
百
十
七
万
円
、
紺
持
管
制
引

裂
に
百
四
十
四
万

一
千
円
、
償
還
金
利

子
に
百
三
十
六
万
二
千
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
@

〈〉種
川
簡
易
水
道
事
雛
会
計

(百
八
十

九
万
七
千
円
)

水
道
使
用
料
九
十
八
万
五
千
同
、
一

般
会
計
繰
入
金
七
十
九
万

一
千
円
が
お

も
な
殺
人
で
、
人
件
費
な
ど
の
総
務
山
口

に
九
十
二
万
九
千
円
、
償
還
金
利
子
に

六
十
万
六
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
。
花
石
簡
易
水
道
事
業
会
計

(百
三
十

一
万

一
千
問
)

水
道
使
用
料
五
十

一
万
九
千
円
、

月
か
ら
空
席
に
な
っ
て
い
た
収
大
役

に
久
保
田
市
次
さ
ん
(
前
町
財
政
課

長

-
M鵡
・
写
真
)
が
選
任
さ
れ
ま

L
P
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久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年

に
二
十
八
歳
で
彼
貝
後
た
だ
ち
に
今

金
町
役
場
に
春
時
昭
和
三
十
七
年

ず
均
産
業
部
長
、
企
画
室
長
、
総
務

課
長
を
歴
任
し
、
四
十
六
年
八
月
か

り
財
政
課
長
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。

六
万
円
が
追
加
さ
れ
総
額
二
億
九
千
三

百
七
十
万
九
千
円
に
、

簡
易
水
道
会
肝

で
は
‘
政
立
金
主
ど
十
万
四
千
円
が
追

加
さ
れ
総
品
開

一
千
六
十
七
万
五
千
円
に
、

極
川
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
維
持
首
班

背
な
ど
八
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
総
涌

二
百
二
十
万
六
千
円
に
、
花
石
簡
易
水

道
会
計
で
は
五
十
万
五
千
円
が
減
傾
さ

れ
総
頒
三
千
三
百
四
十
万
三
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
7
に
伴
い
河
村
昭
夫
さ
ん
(

八
輸
町
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
@

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
任
期
曲
f
に
伴
い
幅
口
徳
大
郎
さ
ん

(鈴
同
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

間
免
除
さ
れ
ま
す
a

八
〉
町
職
員
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正

四
月

一
日
か
ら
国
保
梢
院
の
宿
日

μ

手
当
が
医
削
二
千
五
有
円
、
布
護
婦
二

千
円
に
改
め
句
れ
ま
す
。

。

摘

願
「四
十
九
年
度
加
工
瓜
料
乳
保
証
価

絡
等
音
産
物
側
格
的
大
帆
引
き
上
げ
』

「失
業
保
険
制
度
の
充
実
、
改
鴇
」
円

筒
願
が
採
択
さ
れ
、
町
議
会
か
ら
国
に

対
し
要
望
古
見
出
が
拠
出
さ
れ
ま
し
た
。

。
総
務
委
員
会
審
査
報
告

組
川
地
区
学
校
プ
ー
ル
設
訟
に
つ
い

て
の
陳
情
は
全
町
的
に
積
極
的
に
検

討
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
主
旨
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
3
 

鍛
4
F
A
繰
入
金
七
十
二
万
円
が
お
も
な

必
入
で
、
人
件
山
H
E
ど
同
総
務
吹
に
三

十
七
万
七
千
円
、
償
還
金
利
子
に
七
十

凶
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

~ 

福
祉
労
政
課
を
福
祉

課

に

臨

時

町

議

会

第
二
回
臨
時
町
議
会
は
四
月
二
日
聞

か
札
、
専
決
処
分
の
報
告
な
ど
三
政
突

を
事
践
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

主
お
‘
絵
山
広
域
消
防
組
合
議
会
議

只
に
は
、
藤
村
徳
蔵
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
。
専
決
処
分
の
報
告

凶
十
八
年
度
一
般
会

A
の
歳
入
蹴
出

に
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
万
円
が
追
加
さ
れ

予
算
総
矧
は
十

一
億
九
千
二
百
九
十
六

万
六
千
円
に
主
リ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
金
小
改
築
、
公
J

佳
宅

建
設
、
公
有
林
幣
備
事
業
主
ど
の
地
方

債
が
百
八
十
万
円
増
額
に
な

っ
た
た
め

で
、
歳
出
で
は
財
政
側
幣
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

〈〉謀、

室
設
置
条
例
の
一
部
改
正

福
祉
労
政
課
が
福
祉
課
に
変
更
さ
れ

労
政
業
務
が
商
工
観
光
線
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
主
り
ま
し
た
。

。
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

石
絡
寿

一
さ
ん
の
死
去
に
よ
り
、
後

任
に
辻
理
さ
ん
(
本
町
)
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
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こ
の
談
会
で
町
政
に
対
し
て
三
議

只
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
と

教
育
長
が
回
答
し
ま
し
た
。
お
も
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
町
内
で
三
千
広
も
の
山
林
原
野
が

買
収
さ
れ

τお
り
、
農
地
に
も
影
響

し
て
い
る
。
土
地
取
引
の
規
制
が
で

き
な
い
か

1
町
段
階
で
は
決
め
手
が

な
い
が
、
内
同
業
委
只
会
と
も
協
議
し

極
力
抑
制
に
努
め
た
い
。
土
地
対
策

要
綱
第
一
定
も
早
急
に
検
討
す
る
。

〈
〉
休
耕
目
的
復
元
の
た
め
、
回
の
管

理
と
営
農
意
欲
の
指
導
は

l
水
田
町

法
盤
幣
備
も
生
注
ぢ
欲
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
o

利
益
の
多
い
牒
業
経
営

を
目
ざ
し
、
民
家
と
話
し
合
い
の
上

似
元
を
進
的
る
。

。
農
地
を
守
る
治
山
事
挫
の
計
画
は

1
五
十
年
度
に
元
村
町
沢
を
計
画
し

て
い
る
。
今
後
も
道
に
和
極
的
に
要

制
し
た
い
。

。
農
家
の
結
婚
問
題
年
ど
後
継
者
の

育
成
対
策
は

1
結
婚
相
談
所
を
設
け

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
て
希
望
を
と

り
な
が
ら
世
活
し
た
い
。
新
年
度
か

均
記
念
品
の
附
呈
も
考
慮
す
る
。

八〉
全
町
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
設
け

る
な
ど
予
防
消
防
の
強
化
を
uu四
月

か
り
広
域
消
防
に
な
る
が
、
子
防
に

山 1111111111…l刷111111111剛山川l川1111111111111剛山川1州111111111…川111111111111111州…附11111111111・111111111111“…11111111111…川1111111111剛剛山川 1・・111111111削
力
を
入
れ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
防
火

ク
ラ
ブ
内
結
成
に
努
め
る
と
と
も
に

婦
人
的
集
会
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

防
火
的
知
放
を
普
及
し
て
い
く
。

。
学
校
給
食
の
内
容
改
善
を
H
H
給
食

セ
ン
タ
建
設
は
繰
り
延
べ
に
な
っ

た
が
、
総
刊
を
効
率
的
に
活
用
し
内

谷
も
ザ
ど
も
た
ち
の
肝
む
も
の
、
栄

養
の
あ
る
も
の
に
改
普
し
て
い
く
.

0
中
学
校
統
合
の
考
え
方
が
後
退
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
促
進
す
る
の
世

l
将
来

一
校

に
統
合
す
る
基
本
方
針
は
接
持
し
て

い
る
。
五
十
二
年
度
に
統
合
校
舎
建

設
を
計
回
し
て
お
リ
、
そ
れ
ま
で
は

父
兄
同
意
思
を
恒
松
し
て
ま
で
強
消

し
な
い
。

。
国
保
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
に
精
神
的

経
済
的
な
薗
を
指
導
す
る
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
を
置
〈
考
え
は
な
い
か

l
必

要
性
は
偲
め
る
が
、
経
営
内
聞
も
あ

り
病
院
と
協
議
し
て
決
め
た
い
a

〈
〉
特
別
饗
護
老
人
ホ
l
ム
の
建
設
に

当
り
種
川
で
は
後
援
金
を
組
践
し
部

落
ぐ
る
み
で
協
力
体
制
を
示
し
て
い

る
。
町
貨
で
研
修
な
ど
育
成
助
畏
を

考
え
て
は

i
特
養
ホ
ム
建
設
は
、

新
年
皮
肉
町
政
の
柱
と
し
て
町
民
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
進
め

る
。
建
設
は
社
会
前
制
法
人
が
当
る

が
、
そ
の
母
体
と
し
て
キ
制
委
只
会

を
作
り
、
結
成
後
は
協
力
会
と
し
て

残
っ
て
も
ら
い
、
研
修
な
と
は
町
と

し
て
扱
助
を
惜
し
ま
な
い
。

(3 ) 



決
意
新
た
に

効
率
的
な
財
政
運

営
で
難
局
に
対
処

私
は
、
昭
和
四
十
六
年
「
明
る
く
史

か
な
今
金
町
円
建
設
」
に
微
力
を
捧
げ

る
決
立
を
し
、
町
長
に
就
任
し
て
以
来

早
く
も
三
カ
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
問
、
困
難
な
町
政
に
直
面
し
た
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
木
準
や

各
傾
向
懸
案
事
項
が
諸
々
と
進
展
し
た

こ
と
は
、
綴
会
を
は
じ
め
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

い
〈
所
存
で
す
。
救
急
業
務
に
つ
い
て

は
、
教
急
車
場
入
後
直
ち
に
業
務
開
始

が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
貝
の

態
勢
な
ど
も
整
備
で
き
、
四
月
か
ら
業

務
開
始
す
る
こ
と
に
る
り
ま
し
た
。

交
通
手
放
は
年
々
激
州
引
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
事
故
を
防
十
に
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い

う
決
意
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
町

と
し
て
も
人
命
尊
重
町
立
場
か
ら
、
先

取
り
的
な
指
導
を
積
極
的
に
推
進
し
て

第
二
次
山
村
振
興

地
域
指
定

に
努
力

産

業

の

振

興

第
三
は
、
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に

で
あ
り
ま
す
。

山
村
娠
興
法
に
よ
る
対
策
は
、
昨
年

度
で
第

一
次
を
終
わ
り
所
期
の
目
的
を

達
成
し
ま
し
た
が
、
経
済
基
盤
を
盤
備

し
健
康
で
文
化
的
な
生
活
瑚
境
内
確
立

を
図
る
た
め
に
は
、
第
二
次
山
振
地
域

内
指
定
を
受
け
積
極
的
な
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
@
本
年
度
は
指

定
条
件
の
整
備
に
一
層
努
力
を
し
て
い

〈
考
え
で
す
.

米
生
産
詞
整
は
本
年
度
か
ら
転
作
奨

励
金
の
み
と
な
り
ま
す
。
休
耕
地
の
作

付
の
問
題
、
目
標
数
量
的
円
滑
な
割
当

町
問
題
な
ど
多
〈
の
難
問
を
か
か
え
て

い
ま
す
が
、
関
係
機
関
、
団
体
と
も
協

践
し
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

グ
明
る
く
豊
か
な
町
4

あ
り
、
深
〈
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

特

別

養

護

老

人

ホ

本
年
度
は
、
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ

き
需
要
な
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
か
っ

l
ム
建
設
に
全
力

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
物
価
高
騰
や

豊

か

な

福

祉

社

会

石
油
危
機
と
い
う
銭
常
な
情
勢
に
対
処

L
、
万
全
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
考
一
軍
凸
施
策
の
第
一
は
、
盟
か
な
福
祉

え

で

す

。

一

社

会

的

建

設

で

す

。

固
で
は
、
経
済
の
正
常
化
円
た
め
総
一
私
は
、
就
任
以
来
福
祉
政
策
を
町
政

需
袈
抑
制
型
的
予
算
が
編
成
さ
れ
、
特
一
の
最
重
占
と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た

に
、
公
共
卒
業
、
地
方
交
付
税
、
地
方
一
が
、
経
済
社
会
情
勢
が
急
激
に
進
展
す

償
の
伸
び
率
が
い
ず
れ
も
前
年
度
を
よ
る
な
か
で
、
生
活
基
盤
の
立
ち
返
れ
が

回
る
と
い
う
き
び
し
い
方
針
を
示
さ
れ
一
み
」
つ
れ
、
悲
ま
れ
な
い
老
人
や
候
所
得

て
い
ま
す
.
こ
の
よ
う
に
、
激
励
す
る
一
者
に
不
安
を
与
え
る
事
態
も
少
な
く
な

社
会
情
勢
は
町
村
財
欧
通
一
り
、
解
決
を
急
ぐ
問
題
も
山
積
し
て
お

営
に
も
重
大
な
支
障
を
及
一
り
ま
す
。
こ
同
た
め
、
苦
し
い
財
政
的

ぼ
し
て
い
ま
す
が
‘
町
自
一
な
か
で
福
祉
を
充
実
す
る
施
策
に
つ
い

体
と
し
て
も
固
に
呼
応
し
一
て
は
優
先
的
に
配
語
し
、
福
祉
行
政
が

て
行
財
政
の
合
理
化
を
図
一
停
滞
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
ま
い

り
難
局
に
対
処
し
な
け
れ
一
る
所
存
で
す
。

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

特

に

、
寝
た
き
り
老
人
百
人
を
収
容

こ
の
た
め
、
歳
入
は
従
一
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
円
建
設
は

前
に
も
剛
惜
し
て
確
保
を
図
一
重
要
懸
案
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
全
力

り
、
歳
出
は
重
占
的
に
配
一
を
傾
け
て
町
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た

慮
し
、
今
後
の
財
政
迷
宮
一
え
て
ま
い
る
考
え
で
す
。
建
設
的
推
進

を
一
層
効
率
的
に
執
行
し
一
や
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

て
い
〈
所
存
で
す
。
人
が
最
善
と
の
結
論
に
述
し
、
町
は

一'

4・
い
く
考
え
で
す
。

町
道
内
駐
術
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
旭
線
内
舗
装
を
促
進
し
、
イ
?
ヌ
エ

ル
線
の
凍
結
害
防
宮
工
事
も
計
画
し
ま

し
た
。
ま
た
、
中
央
線
街
路
事
業
は
、

昨
年
で
用
地
内
取
得
、
支
障
物
件
同
移

転
を
終
之
、
第
三
年
次
を
迎
え
て
路
盤

改
良
工
事
を
本
格
的
に
行
い
ま
す
。

中
里
橋
は
本
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画

で
永
久
橋
化
す
る
こ
と
に
し
、
木
橋
で

腐
朽
が
は
な
は
だ
し
い
八
束
橋
、
熊
見

水
稲
経
営
の
た
め
の
労
働
力
確
保
は

極
的
て
困
難
で
あ
り
き
ぴ
し
い
状
勢
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
町

と
し
て
も
技
術
的
普
及
を
は
じ
め
、
集

団
育
首
並
び
に
機
械
移
植
栽
培
を
奨
励

し
、
育
成
助
長
を
図
り
ま
す
。

畑
作
振
興
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
パ
ラ

庁
ス
内
定
器
奨
励
を
さ
ら
に
推
進
す
る

考
え
で
す
。

日
進
一共
同
利
用
模
範
牧
場
も
農
協
の

経
営
努
力
に
よ
り
着
々
そ
の
期
待
に
こ

た
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
酪
農
振
興
で

は
、
特
に
乳
質
的
低
下
の
た
め
的
対
策

と
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
百
戸
に

助
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
若
い
方
々
が
農
業
に
魅
力
を

も
ち
希
望
を
抱
い
て
営
農
に
励
む
こ
と

が
で
き
る
緒
対
策
を
考
究
し
て
い
ま
す
a

特
に
花
よ
め
、
花
む
こ
対
策
が
極
め
て

重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

て
お
り
、
農
業
委
員
会
と
も
協
議
し
結

婚
相
談
所
を
開
設
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

橋
、
西
郷
幡
、
稲
穂
三
号
、
四
号
橋
な

ど
は
補
修
整
備
し
交
通
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

道
が
玉
体
と
な
る
馬
場
川
橋
掛
仇
替

え
白
石
農
免
道
路
、
間
代
開
拓
線
内

整
備
に
も
負
担
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
金
原
線
、
旭
台
線
町
道
々
昇

格
に
よ
る
用
地
図
、
道
路
図
的
作
成
に

つ
い
て
も
配
慮
し
ま
し
た
。

下
排
水
は
、
整
備
を
要
望
さ
れ
て
い

る
個
所
が
多
〈
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

次
に
林
業
振
興
で
す
が
、
構
造
改
善

事
業
を
ど
を
通
じ
て
育
成
を
図
る
ほ
か

僅
め
て
小
規
艇
で
す
が
育
苗
日
認
地
授

に
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
、
良
質
主

苗
木
町
増
産
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

畑
町
沢
林
道
は
、
こ
と
し
も
継
続
実

施
、
五
十
年
度
完
成
町
見
込
み
で
す
・

ま
た
‘
国
間
川
林
道
は
本
年
度
か
ら
五
カ

年
で
八
束
か
ら
住
吉
ま
で
を
開
設
す
る

計
画
で
す
。

商
工
振
興
対
策
に

つ
い
て
は
、
中
小

企
業
向
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
商

工
会
へ
の
補
助
壱
地
額
、
道
信
用
保
証

協
会
的
予
託
も
必
要
に
応
じ
て
増
額
を

検
討
す
る
考
え
で
す
。

人
口
の
流
出
は
以
前
と
し
て
続
い
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
械

に
憂
慮
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
入
態
勢
を

整
え
本
町
町
立
地
に
過
し
た
工
場
内
誘

致
を
促
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
・

観
光
開
発
は
本
町
の
将
来
性
を
考
慮

し
計
画
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
本

三
月
十
二
日
か
ら
聞
か
れ
た
第

一
回
町
議

会
で
、
河
端
町
長
は
本
年
度

の
町
政
執
行
方

針
を
次

め
よ
う
に

明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
そ

の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

町
長
が
町
政

執

行

方

針

側
面
か
ら
用
地
内
確
保
、
補
助
金
、
融

資
町
残
を
援
助
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
向
老
人
福
祉
対
策
で
は
、

老
人
的
希
望
に
こ
た
え
、
敬
老
会
的
経

費
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
曲目
を
増
額
し

ま
た
、
寝
た
き
り
、
一
人
暮
し
の
老
人

が
不
安
の
な
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
ホ

ム
ヘ
ル
パ
内
巡
回
、
稲
祉
ベ
ル
の

設
置
な
ど
、
き
め
の
細
か
い
対
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

乳
幼
児
は
、
昨
年
度
か
ら
医
療
の
無

料
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
生
後
七
カ
月
か
ら
尚
三
歳
未
満

児
を
対
象
に
、
年
二
回
フ
y
ノ
曲
面
曲
一

布
を
実
施
.
虫
幽
予
防
に
役
だ
て
る
考

え
で
す
。

町
民
的
医
療
セ
ン
タ
ー
国
保
病
院
は

院
長
は
じ
め
職
只
的
努
力
に
よ
り
順
訓

に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
充
実

し
た
医
療
の
た
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
眺

入
準
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

保
健
指
導
が
広
〈
す
み
ず
み
ま
で
い

き
わ
た
る
よ
う
保
健
耐
を
さ
ら
に

一
名

増
貝
し
、
住
民
的
健
康
紘
持
増
進
に
務

め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

老
人
、
青
年
.
婦
人
の
研
修
‘
制
祉

f ) 
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当
面
緊
急
を
要
す
る
第

一
幹
紘
と
そ
の

支
線
東
町
排
水
な
ど
を
整
備
し
‘
財
源

が
可
能
を
場
合
補
正
で
措
置
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

L ~亜
えと俸災
回コニミヨょ
事 iSi
を旧
は事
じ業
的は

カ西
所郷
帯十橋
i面左
L 右
ま岸

十
カ
年
計
画
二
年
目
的
地
籍
制
査
事

業
は
、
神
丘
、
鈴
問
地
区
に
加
え
‘
金

原
、
鈴
金
、
出
凶
地
区
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。

年
度
は
極
成
ポ
l
リ
ン
ク
を
実
地
し
ま

す
。
英
利
河
地
区
内
向
扶
…
…
休
養
林
指
定

も
目
下
明
る
い
見
通
し
で
す
が
、

一
層

内
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
質
制
査
は
、
す
で
に
東
北
部

一
帯

を
終
え
て
い
ま
す
が
、
残
る
地
帯
に
つ

い
て
も
町
づ
〈
り
は
じ
め
資
源
開
発
内

基
礎
資
料
に
す
る
た
め
、
お
お
む
ね
三

カ
年
計
画
で
推
進
し
ま
す
。

物
資
の
需
給
動
向

な
ど
総
合
的
対
策

消
資
者
を
守
る

た粁 ，、
が政町に第

すれ
。':f

四
は
、
消
向
者
向
利
益
を
守
る
た

で
あ
り
ま
す
。

村
行
政
的
中
で
、
消
資
者
を
守
る

は
従
来
軽
視
の
傾
向
に
あ
り
ま
し

私
は
、
大
き
な
転
換
を
し
な
け

な
ら
な
い
も
の
と
反
省
し
て
い
ま

商
業
道
徳
を
こ
え
た
菩
貧
な
行
為

を
常
に
監
視
し
正
し
い
情
報
を
選

な
ど

(4) 

向
上
を
住
民
活
動
向
場
と
し
て
中
里
地

区
に
へ
き
地
保
健
福
祉
館
町
建
設
を
計

画
、
神
丘
福
祉
館
に
つ
い
て
も
狭
あ
い

の
た
め
増
築
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
建
設
さ
れ
た
盟
国
生
活
館
を
利

用
し
、
季
節
保
育
所
を
開
設
し
ま
す
。

消
防
庁
舎
七
月
完
成

救
急
業
務
も
開
始

住
み
よ
い
環
境

第
二
は
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
〈
る

た
め
に
、
で
あ
り
ま
す
。

不
良
環
境
地
区
の
指
定
を
受
け、

昨

年
度
着
工
し
た
上
程
川
線
的
道
路
改
良

事
業
は
、
本
年
度
完
成
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
械
の
生
活
や
生
産
の
環
境

が
改
普
で
き
、
住
民
的
利
使
は
測
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

飲
料
水
的
確
保
は
乱
幽
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
美
利
河
地
区
は
い
ま
だ

に
取
り
残
き
れ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元

と
十
分
協
議
し
て
推
進
す
る
考
え
で
す
。

昨
年
度
か
ら
継
続
実
施
内
消
防
庁
舎

の
建
設
は
、
物
価
町
高
騰
な
ど
の
彩
特

も
生
じ
て
お
リ
、
検
討
向
上
配
慮
し
て

択
す
る
こ
と
は
、
多
械
化
す
る
生
活
に

僅
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
も
町
と
恩

わ
れ
ま
す
。
特
に
、
産
業
用
物
資
の
需

要
確
保
は
、
当
面
生
産
に
直
結
す
る
緊

急
事
項
で
も
あ
り
・
行
政
的
に
も
可
能

主
眼
り
配
婚
し
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
役
場
内
に
物
食
需
給

緊
急
対
策
本
部
を
設
百
し
、
需
給
動
向

内
剥
査
を
は
じ
め
、
供
給
確
保
、
需
要

抑
制
、
関
係
機
闘
と
の
連
絡
調
整
、
情

報
収
集
、
苦
情
相
談
な
ど
総
合
的
に
対

処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

担

問

高

山

崎

そ
の
ほ
か
、
今
日
の
激
動
す
る
時
代

に
対
処
し
て
あ
す
の
今
金
町
を
築
〈
た

め
、
背
少
年
内
た
〈
ま
し
い
成
長
を
心

か
ら
念
願
し
て
い
ま
す
。
広
〈
海
外
的

実
情
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
は
な

義
あ
る
も
円
と
考
、
之
、
海
外
派
巡
に
つ

い
て
も
術
僅
的
に
配
慮
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
は
人
間
形
成
に
よ
っ
て
僅

め
て
重
要
で
す
。
教
育
円
相
境
的
改
善
に

も

一
層
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
は
四
月
か
ら
町
立
と

し
て
発
足
し
ま
す
が
、
施
設
町
控
備
を

計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

W
A

端

接

以
上
、
町
政
執
行
に
関
す
る
基
本
的

事
取
を
申
し
述
べ
、
ま
し
た
が
、
自
治
体

と
し
て
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
町
な
い

試
練
内
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民

向
深
い
ご
理
解
と
犠
会
内
ご
協
力
に
よ

り
生
活
向
安
定
と
福
祉
の
充
実
を
図
つ

け

て
い

〈
決
意
で
あ
り
ま
す
。

円い



込ぞマ宗主

、
‘ .. -・・

』… 
激
動
す
る
経
済
社
会
、
図
的
総
需
要
抑
制
な
ど
の
き
び
し
い

財
政
運
百
の
な
か
で
の
予
算
編
成
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望

を
で
き
る
だ
け
満
た
す
た
め
、
事
業
向
重
占
化
、
資
金
的
効
率

的
配
分
に
努
的
、
一
般
会
計
は
前
年
度
比
一
O
%
増
の
約
+
一

億
一
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
事
業
な
ど
に
使

、7
投
資
的
経
費
は
四
億
三
千
三
百
八
十
万
円
(
岳
Z
悼
の
三
九
・

一
%
)
医
療
費
な
ど
の
扶
助
費
五
千
八
亘
マ
十
六
万
円

士
号

三M
m
d

ま
t.
人
件
費
物
件
費
の
消
費
的
佳
世
が
戸
車
4
与
す

'
d
d
F
f
d
a
d
d
A
"
p
d
七
三
百
・

5
r
h
s
a
v
f
ぃ
t
f

・

歳
入
で
は
、
地
方
吏
什
視
が
五
億
三
干
三
百
四
十
四
万
円
と

全
体
的
四
八
一
%
を
占
め
て
お
り
、
自
主
財
源
的
町
柑
匝
匝

億
五
百
一二
十
万
円
(
九
五
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
』
電

一
山
堅
苦
計
の
歳
入
歳
出
削
A
ロ
と
お
も
な
使
い
道
を
紹
介
し
ま

す
.

鍍会費 22.8田千円(2.1%)

商工費 17，田9千円
(1.6克)

その他 1，1田千円
<0.1%) 

一般会計歳入歳出割合

な仕、回
ことしの建設工事もすでに始まった。町
jの防災センタ として期待される消防庁
舎は 7月末完成を目ざしている。

4億 3千万円投資的経費に一般会計

教育施設の整

備と人づくり

354万円

208万円

123万円

70万円

81万円

158万円

307万円
79万円

90万円

5i万円
271万円

237万円

325万円

1，070万円

357万円
50万円

(6 ) 

… 一
ん

一一
経済基盤確立

と産業の振興

1>今金小校庭整備事業

b今金小特別教室備品購入
1>校舎屋根ふきかえ事業

1>校舎2重窓新設事業

1>校舎、教員住宅電気工事

b校舎内外環境盤{商事業
1>理科、産業教育備品購入

1>学校行事費交付金

じ〉学力向上対策協議会交付金

pスクールパス運行
1>学校給食費

1>要準要保護児童生徒就学援助

1>幼稚園整備事業

1>教員住宅建設事業

1>社会教育交付金

1>青少年海外派遣負担

118万円

160万円

60万円
54万円

95万円

300万円

250万円

851万円

834万円

2，978万円
1，296万円
375万円
80万円

250万円

248万同

75万円

b水稲集団脊菌、機械移植栽培奨励補助

ジヰ部檎山総合かんばい推進費負担

b農業労務需給調整対策補助
bアスパラガス栽培奨励補助
b乳用雌牛集団放牧育成促進事業補助
b日進高原模範牧場経営負担
b手L質改善ユニットクーラー導入事業
b白石地区農免農道整備事業
f>林業構造改善追加事業

b畑の沢林道開設事業
f>i萄川住吉線林道開設事業
f>奥沢農家林造林作業道事業

b産業まつり負担

b商工会事業補助

b 温泉ボーリング事業

bウサギ、タイヤ公図整備事業

¥ 

旬圃

は49年度

祉
設
一

福
建
一

な
の
一

か

会

一

曲
時
亘
社
一

3，261互円
4 ， Ol~ :;円
66万円

71万円

59万円

132万円

100万円

91万円

1，147万円
132万円
233万円

48万円

84万円

76万円

600万円

70万円

、

1>特別養護老人ホーム建設事業補助

b老人医療扶助費
b老人家庭奉仕業務
じ〉敬老会、長寿記念品代

b老人クラブ運営費交付金
1>心身、身体障害者家庭奉仕業務

b重度心身障害者医療扶助費
1>乳幼児医療扶助費

b児童手当扶助費
1>今金保育所整備事業

1>各季節保育所整備事業

bフッソ歯面塗布
bガン検診負担
bインフル王ンザなど予防接種

b国保会計事業勘定へ繰出
b国保会計施設勘定へ繰出

6，661万円
1，048万円
1，500万円
180万円

200万円
2，468万円

506万円

1，704万円

3，715万円

370万円

1，185万円

400万円

4，682万円

3，575万円

3，031万円
473万円
1，896万円

396万円

100万円

1，569万円

258万円

208万円
161万円

一 一
い
り
-

/
、
=

ト

4
F
f
且

み
境
一

住
環
一

b中央線街路事業

1>旭線舗装事業

bイマヌエノレ線凍雪害防止事業
じ〉大原線防雪きく設置事業

じ〉団代開拓道路補修事業

1>上種川地区道路改良事業

b金原線、旭台線道路図作成
b除雪など町道維持管理
b中里橋など掛け替え事業

b馬場川橋掛け替え事業負担

b中里へき地保健福祉館建設事業
1>神丘福祉会館増築事業

じ〉消防庁舎建設事業

じ〉袷山広域消防組合負担

b災害復旧事業
b第1幹線川など整備事業
1>北部槍山衛生センター組合負担

1>3簡易水道会計へ繰出

b美利河簡易水道調査設計
1>地籍調査事業

1>交通安全対策

1>住民活動推進

1>広報、町民便利帳発行

(7 ) 
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の
力
準
努
一

水
に
一

育
上
一

教
向

一教育行政の
執行方針

第
一
固
定
例
町
議
会
で
、
犬
上
教
育

長
か
ら
年
皮
肉
教
育
行
政
執
行
方
針

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

〔幼
児
教
育
〕

マ
文
部
省
で
は
幼
児
教
育
を
重
視
し

て
き
た
が
、
本
町
で
も
町
立
幼
稚
図
的

経
営
に
踏
み
切
っ
た
。
百
三
十
五
人
を

収
容
す
る
施
設
と
し
て
は
無
稗
な
点
も

あ
る
が
、
成
川市
が
十
分
あ
が
る
よ
1
今

後
と
も
艶
備
に
努
め
る
。

{学
校
教
育
〕

マ
今
金
小
は
予
定
よ
り
一
年
早
〈
完

成
し
た
が
、
備
品
は
学
校
辺
哲
に
支
障

町
な
い
よ
3
十
分
配
慮
、
ま
た
、
校
庭

の
胤
境
整
備
も
で
き
る
だ
け
進
め
る
。

マ
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
は
繰
り
延
べ

に
な
り
申
し
わ
け
な
い
.
今
年
度
は
取

り
あ
え
ず
越
川
小
中
、
神
丘
小
で
新
た

に
給
食
を
開
始
す
る
。

マ
待
望
的
学
校
保
健
委
以
会
が
発
足

し
た
。
児
童
生
徒
同
保
他
に
は
流
感
予

防
接
秘
的
半
額
町
資
負
担
、
眼
科
検
診

の
実
施
な
ど
柿
極
的
り
取
り
組
む
。
ま

た
、
専
門
医
に
よ
る
耳
ぬ
咽
喉
科
の
検

診
も
検
討
し
た
い
。

マ
教
職
只
的
研
究
意
欲
に
こ
た
え
る

よ
、
〉
教
育
機
器
の
充
笑
に
努
力
、
よ
り

効
果
的
立
教
育
を
目
ざ
し
た
い
。

マ
~
中
学
校
統
合
は
父
兄
的
意
見
を
部

鼠
し
統
合
校
舎
建
設
ま
で
は
強
制
し
な

い
方
針
だ
。
し
か
し
、

父
兄
の
一
致
さ

え
得
ら
れ
れ
ば
希
望
に
添
い
た
い
・

〔社
会
教
育
】

マ
過
疎
化
か
ら
背
年
団
活
動
は
必
ず

し
も
活
発
で
な
い
の
で
、
農
村
育
年
と

市
街
地
青
年
と
の
連
絡
協
調
を
図
り
自

主
的
主
活
動
を
指
場
、
助
長
す
る
。

マ
学
校
施
設
な
ど
で
で
き
る
だ
け
教

育
的
場
を
設
定
。
家
庭
婦
人
、
高
齢

者
学
級
や
ス
ポ
ソ
少
年
団
を
通
じ
て

芯
欲
円
高
揚
に
努
め
る
。

マ
町
民
セ
ン
タ
ー
の
近
代
的
設
備
と

放
送
、
視
聴
覚
隙
砕
な
ど
を
効
来
的
に

利
用
、
楽
し
く
親
し
め
る
相
会
教
育
を

推
進
す
る
。

マ
体
育
主
事
的
設
訟
が
実
現
し
ム
一
の

で
‘
明
る
〈
泣
か
主
人
間
形
成
、

ス
ポ

ー
ツ

何
回
叫
化
の
た
め
あ
」
り
ゆ
る
階

M

に

士
c
わ
し
い
指
導
、
奨
励
、
企
画
を

進
的
、
町
民
的
期
待
に
こ
た
え
た
い
。

マ
本
年
度
は
巡
民
ス
ポ
ー
ツ
楠
山
大

会
的
陸
上
舵
枝
、
ス
キ
i
町
会
場
を
引

き
受
け
て
い
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
町

今
金
に
恥
じ
な
い
運
営
に
努
力
す
る
d

マ
歩
〈
ス
キ
ー
の
普
及
振
興
の
た
め

ロ
l
ド
レ

l
ス
用
具
を
助
成
、
ま
た
、

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
坊
の
凶
発
も
進
め
る
。

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

四
月
六
日
は
入
学
式
、
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
お

母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
}
れ
し
そ
、
〉
。
ま
た
、
同
じ
六

目
的
春
交
通
安
全
運
動
も
ス
タ
ー
ト
。
な
れ
な
い
通
学
で

す
。
み
ん
主
で
声
か
け
あ
っ
て
交
通
事
故
に
注
窓
し
よ

3
。

組
織

一
本
化

全
脱
民
が
結
集
し
‘
年

々
き
び
し
〈
な
る
牒
業
情

勢
に
対
処
し
よ
う
!
と
、

農
民
同
盟
と
脱
政
協
議
会

が
一
本
化
さ
れ
、
新
た
な

良
民
組
織
と
し
て
「
今
企

町
内
胸
民
迎
盟
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
三
月
二
十
日
町
民
セ
ン

タ

に

約

二
百
人
が
集
ま

り
結
成
総
会
が
聞
か
れ
、
組
織
の
法
測

と
し
て
@
以
民
が
自
主
的
に
参
加
す
る

大
衆
組
織
@
反
独
占
の
良
民
運
動
を
展

開
す
る
@
特
定
の
政
党
と
関
係
せ
ず
、

拘
束
も
受
け
主
い
、
な
ど
を
碓
怒
。
今

年
皮
肉
活
動
方
針
と
し
て
未
加
入
町
民

農
民
連
盟
が
発
足

民
に
加
入
の
努
力
を
い
叩
け
組
織
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
内
同
裁
危
機
突
破
の
た

め
力
を
合
わ
せ
て
諮
問
世
求
を
貰
徹
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
組
織
の
委
只
長
に
由
1
H
川竹

次
郎
さ
ん
(
住
吉
)
が
逃
ば
れ
ま
し
ア
、

明
る
い
郷
土
づ

く
り
運
動
を
推
進

し
て
い
る
商
工
会

背
年
部
(
部
長
官

山
進
さ
ん
)
が
桧

山
支
庁
長
か
ら
住

民
巡
動
実
践
表
彰

子
ど
も
た
ち
に

官官
ば
れ
る
タ
イ

や
公
園

町民センターで開かれた総会

町
産
米
改
良
推
進
委

只
会

(河
端
盟
会
長
)

で
は
、
昭
和
四
十
八
年

同
産
米
奨
励
品
樋
上
位

等
級
米
出
荷
優
良
者
と

し
て
次
的
方
々
を
表
彰

し
ま
し
た
。

〈
〉

A
級

(四
百

一
依
以

上
出
荷
)

マ
最
優
究
質
問
林

地
行
(
八
束
)
中
卑
幸

立
川
(出
代
)
守
岡
山
内
此
抗
中
里
見
列

(

凹
代
)
田
中
森
吉

(神
丘
)
讃
岐
誠
(

八
束
)

八
〉

B
級

(三
百

一
依
i
凶
百
依
出
荷
)

守
的
宵
力
首
位
森
芳
太
郎
(盟
問
)

河
端
美
弘

(八
束
)

〈
〉

C
級

(
二
百
一
依
i
三
百
俵
出
荷
)

マ
優
良
質
伊
藤
五
四
郎
(
住
吉
)

出
…
沢
元
吉
(
神
丘
)
伊
藤
金
蔵

(
合
戚
)

マ
努
力
貨
木
川
和
雄
(
白
石
)
小
間

岡林、中里さん~f
創敬良最優秀に

さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
背
年
部
は
、
昭
和
四
十

一
年

阻
月
に
発
足
。
商
工
経
済
の
向
上
と
い

う
本
来
的
目
的
の
ほ
か
、
過
疎
化
的
進

む
町
に

J
H
ツ
H

を
入
れ
夢
多
い
郷
土

に
し
よ
う
と
、
日
常
の
激
し
い
労
働
の

合
い
聞
を
ぬ
っ
て
全
部
貝
が
英
知
を
し

ぼ
り
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
「
旅
業
ま

つ
り
」
を
企
画
。
町
や
関
係
団
体
も
動

か
し
協
力
を
得
て
年
ご
と
に
盛
会
に
な

り
、
町
の
年
中
行
事
に
定
ゃ
古
c
せ
ま
し

た
.
ま
た
@
郷
土
芸
能

「
狩
場
太
鼓」
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町
職
員
の
人
事

日
川
秀
雄
(
金
原
)
庫
瓦
勇

(
盟
回
)
曲
目

我
引
徳
弥

(紳
丘
)
佐
々
木
保
(
鈴
金
)

鈴
木
ト
シ
(
鈴
金
)

。D級
(百

一
依
i
二
百
依
出
祈
)

マ
優
良
釘
士
口
凹
チ
ヨ
ノ
(
鈴
金
)

垣
本
降
五
郎

(白
石
)
笹
森
市
守
主
回

(金
十

即
)
相
沢
新
在
郎
(
八
束
)
柿
阻
雅
夫

(白
石
)
マ
努
力
引
天
沼
在

(神
丘
)

多
国
守
仲
(
神
丘
)
宗
像
武
雄
(
神
丘
)

/
将
来
の
農
業
経
営

を
考
え
た
転
作
を

こ
と
し
の
米
生
舟
川
町
m
H
m数
訟
は

二
千
九
百
七
十
一

J

(
昨
年
は
千
六
百

九
十
九
J
)
と
決
ま
り
、
町
と
民
協
で

は
般
家
と
の
個
別
部
按
で
協
力
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
と
し
か
ら

は
休
耕
奨
励
金
が
な
く
転
作
奨
励
金
だ

け
で
、
こ
れ
も
五
十
年
度
で
打
ち
切
ら

れ
ま
す
の
で
、
将
来
町
内
同
業
経
常
を
考

え
た
転
作
を
望
ん
で
い
ま
す
。

を
つ
〈
り
全
国
に
今
金
を
P
R
@

「チ

ピ
y
コ
太
鼓
」
町
指
導
に
よ
る
管
少
年

内
健
全
育
成
@
町
民
的
い
こ
い
の
坊
に

部
艮
町
労
力
奉
仕
で
ウ
サ
ギ
、
タ
イ
ヤ

公
園
を
建
設
@
町
内
美
化
巡
動
的
基
盤

「花
い

っ
ぱ

い
込
覇
」
を
進
め
る
主
ど

地
域
内
特
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
は

住
民
意
織
の
向
上
に
大
き
な
成
栄
を
上

げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生

か
し
た
一
大
観
光
構
想
に
む
大
き
な
夢

を
描
い
て
い
ま
す
。

みんなの川を

たいせつにつ農作業を安全に進めよ

5 月 1 日 ~31 日

月間河川美化

b日常的点検整備を完全に

1>休養を十分にとり、服装にも注意を

1>特に子どもには安全配慮を

( 9 ) 



石新/

山理
さ扉
んの

成人病予防に力を・

町
三
人
自
の
保
健
婦

に
石
山
町
子
さ
ん
(
M
H

歳

写

真

)
が
着
任
し

ま
し
た
。
石
山
さ
ん
は
、
沌
川

市
の
出
身
で
阻
十
六
年

三
月
に
近
相
会
保
険
日

等
活
調
学
院
を
卒
業
後
、

道
勤
労
者
医
療
協
会
に

勤
務
、
同
年
六
月
に
名

施
耐
免
許
を
取
得
し
て

い
ま
す
.
ま
た
、
四
十
八
年
四
月

に
道
立
衛
生
学
院
保
健
制
科
に
入

学
、
こ
の
三
月
卒
業
し
た
ば
か
り

で
す
。U
鋼
一地
、
西
井
両
先
輩
に
負
け

な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
特
に
、

成
人
病
予
防
に
力
を
入
れ
た
い
日

と
抱
負
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
趣
味

は
パ
ス
ケ
ソ
ト
ポ

l
ル
な
ど
の
ス

ポ
l
ツ
と
の
ニ
と
。

広
域
消
防
が

常
備
増
強

救

桧
山
管
内
十
町
が
一
本
化
し
た
桧
山

広
域
消
防
組
合
が
四
月
一
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
A
F
i

笠
高
官
で
も
開
署
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

初
期
消
防
力
的
充
実
と
予
防
消
防
体

制
円
強
化
の
た
め
組
合
が
組
織
さ
れ
た

も
の
で
、
常
備
消
防
戦
口
町
則
強
に
よ

り
、
懸
案
に
な

勺
て
い
た
防
火
官
官
然
、

危
険
物
貯
蔵
所
の
管
型
衣
山
南
町
徹
底
、

消
防
校
術
の
向
上
、
無
線
に
よ
る
通
信

網
円
前
官
備
、
救
急
業
務
の
広
域
化
、
タ

ン
ク
車
の
配
備
、
消
防
事
務
的
共
同
処

理
主
ど
、
消
防
団
と
の
力
強
い
組
合
せ

に
よ
り
、
飛
躍
的
に
向
上
し
た
消
防
力

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
も
四
月

一
日
か
ら

始
ま

っ
て
い
ま
す
。
べ

y
ド
ニ
つ
の
7

守
ろ
う
、

緑
の
財
産

ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
大
事
に

森
林
は
、
木
材
生
産
的
場
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

山
地
の
崩
壊
や
河
川
町
は
ん
ら
ん
の
防

止、

大
気
の
浄
化
、
防
風
、
防
雷
な
ど

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
欠

、
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
役
割
を
来

k 

光
の
里

良
い
附
円
願
い
が
よ
う

や
く
突
っ
た
桧
山
管
内
初

の
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

か
光
の
里
u

学
園
。

三
一月

中
旬
神
丘
に
図
舎
が
完
成
、

凶
月

一
日
か
ら
園
生
も
次

々
と
入
回
し
て
い
ま
す
。

山
々
に
閉
ま
れ
た
静
か

で
広
々
と
し
た
雷
原
、
明

る
い
真
新
し
い
闘
舎
、
ス

チ
ー
ム
崎
市
山
、
嵐
山
間
設
山
川

の
恕
ま
札
た
環
慌
の
中
で
し
十

「
家
庭
復
川
や
社
会
へ
の

自
立
を
図
る
場
に
」
と
い
、

う
教
育
目
標
と
@
良

い

面

目

を
み
つ
け
生
き
が
い
を
見

F
l

い
出
す
人
@
で
き
る
だ
け
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
す
る
人
@
精
い

っ
ぱ

い
働
く 一

業炉
学 ;Lν 
習ν抱ii i 
も
始
ま
る

h
m
M
・

せ
・
也
咽
庁
以

ら

a
a
R判
i

札

de
i

人
@
生
活
の
楽
し
み
を
作
り
出
す
人
ー

な
ど
の
図
生
像
に
向
っ
て

十
人
の
教

-犬の登録と予防注射

ことしの犬の登録と狂犬病干防

注射は、 4月下旬に各部落に出向

いて実施します.詳しい日程は部

落町内会長さ んを通じてお知らせ

しますが、必ず受けましょう 。

登録料は 更新が 200同(4月

中のみ)新規は 300問、注射料は

360円です。ただし、日程日以外

は、往診料として 300円加算され

ますのでご注意願います. ス
タ
ー
ト

急
業
務
も
開
始

イ
ク
ロ
パ
ス
刑
薮
急
車
で
、
二
十
四
時

間
叫
時
山
仏
動
可
能
。
事
故
な
ど
に
よ

っ

て
人
的
生
命
、
身
体
の
安
全
を
守
る
た

め
に
「
緊
急
性
の
あ
る
こ
と
」
が
要
件

で
す
。
出
動
的
要
問
は
、
火
事
と
同
じ

く
1
1
9
4世
に
氾
話

L.
山川者
向
谷
体

と
州場
所
を
詳
し
く

知
」
り
せ
て
く
だ
さ

析
し
い
消
防
支

貯
の
人
事
体
制
は

次
の
と
お
リ
で
す
。

マ
支
署
長
兼
庶
務
係
長
古
畑
正
雄

V
許
防
係
長
兼
庶
務
係
球
予
防
係
柳

良
治
マ
干
防
係
長
兼
庶
務
係
兼
符
防
係

芳
賀
鈴
夫
マ
警
防
係
兼
庶
務
係
恭
4
1

防
係
加
藤
沼
雄
マ
庶
務
係
兼
警
防
係

兼
予
防
係
小
池
勝
利
マ
岡
田
中
敬

盟
マ
干
防
係
兼
警
防
係
兼
庶
務
係
藤

原
弘

一
一V
問
川
崎
正
美
マ
斡
防
係
兼

子
防
係
端
部
庶
務
係
森
川
元
マ
同
村

瀬
仁
マ
問
末
広
キ
弘

職
口
に
よ
り
止
活
指
特
や
此
縫
、
木
工

R

な
ど
の
作
業
学
明
日
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
F

図
生
は
十
五
歳
以
上
向
列
女
三

+
人

e

で
女
子
が
多
〈
、
A
F
よ
正
、
北
桧
山
を
中
一

心
に
ほ
と
ん
ど
が
絵
山
竹
内
の
人
た
ち
。一

串

T
身
不
随
な
ど
の
丞
い
症
状
町
人
も
一

お
り
、
情
緒
的
安
定
に
も
時
聞
が
か
か

一

り
そ
う
で
、
孫
成
式
、
附
図
式
は
四
月

一

下
旬
に
な
る
見
込
み
で
す
。

一

町
民

2
2
cん
や
善
意
あ
る
人
々

一

か
ら
は
現
金
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
、
ミ

一

シ
ン
な
ど
の
寄
贈
が
相
次
い
で
お
り
、

一

町
内
婦
人
の
奉
仕
活
動
も
あ
り
ま
す
。
寸

O-
例
年
よ
リ
遅
い
苫
解
け
。
牒
作

今
金
中
を
迅
職
し
学
悶
長
に
就
任
し

由
業
も
遅
れ
を
取
り
房
そ
っ
と
忽
ピ
ソ
チ

た
柴
谷
勝
俊
さ
ん
は
「
新
鮮
な
野
菜
不
一
円
、
』
と
と
思
い
ま
す
。

激
玄
す
る
純
情

足
と
物
価
刊
が
悩
み
の
州
で
す
。
苫
が
一
情
勢
に
毎
日
町
生
活

L
た
い
へ
ん
で
し

解
け
た
ら
花
脱
づ
く
リ
主
ど
の
環
境

m
nよ
ヲ
が
、
心
だ
け
は
明
る
く
保
ち
た
い

備
と
と
も
に
二
一
か
の
阿
茶
畑
を
耕
作
す
F

も
の
で
す
。

る
の
で
・
来
年
は
あ
る
位
度
自
給
で
き
一

O

こ
の
た
び
の
町
職
民
的
呉
励
で

る
と
思
い
ま
す
が
。
し
か
し
、
多
く
の
一

民
政
課
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

意
と
期
待
に
こ
た
え
る
よ

っ

車

工

。

昭

和
四
士
一一
年
十
二
月
か
り
出
年

な
愛
に
包
ま
れ
た
希
望
的
星
に
し
て
い
一

き
た
い
。
し
と
抱
負
を
諮
っ
て
い
ま
す
。
一

一本
部
の
車
庫
で

一
関
係
者
が
出
席

了
し
て
行
わ
れ
た

一
開
署
式
。

た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
大
事
な
縦
林
も

一
度
山
火
事
が
発
生
す
る
と
‘

一
備
に

し
て
灰
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

ギ
い
本
町
で
は
U
M近
大
事
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
野
火
一
な
ど
は
と
き
ど
き

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
も
な
発
生

原
因
は
、
依
山
出
と
し
て
、
ご
み
燃
き
、

た
き
火
、
タ
パ
コ
、

7
y
チ
な
ど
の
不

始
末
や
飛
火
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

学習と実益を兼ねて食堂のいすづ〈り

.商業統計開査に協力を

商庖円分布状況、商業活動的実

態を明らかにする商業統計調査は

5月1日現在で実施されます。

全圏内商16が対離で2年ごとに

実施されており商工施策的基礎資

料になっています.

近〈 .5周査貝が各尚庖を訪問し
ますのてーご協力闘います。

私
た
ち
の
町
は
.
総
附
般
の
約
八

O

%
が
森
林
に
お
お
わ
れ
た
忠
ま
れ
た
獄

境
に
あ
り
ま
す
・
こ
の
た
い
せ
つ
な
森

林
を
保
積
L
、
私
た
ち
が
住
み
よ
い
日

常
時
芋
活
を
送
る
た
的
に
も
、

一
人
ひ
と

り
が
よ
く
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

林
野
火
災
子
消
防
対
策
協
秘
会
で
は

最
も
火
事
の
お
き
や
す
い
凶
月
五
月

を

『山
火
事
予
防
実
胞
期
間
』
と
定
的

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

守
山
菜
取
り
、
魚
釣
り
な
ど
で
山
に
は

¥j 

編集を終えてご
協
力
と
励
ま
し

に
感
謝
し
ま
す

五
カ
月
町
長
い
間
広
報
業
務
を
刊
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

.4月から休日当番医制
北部桧山医師会では、住民の利

便のため救急病院として日剛、祝

祭日に当番制て:.~，忠を診療するこ

とになりました.今金町は国保病

院、日田医院、岩lHJ医院が交代で

担当、午)jlnO時から午後3時まで

医師と宥飽婦が待機しますが、一

般診療は取り級わないので注意し

てください.

い
る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
必

ず
許
可
を
畳
け
て
か
ら
に
す
る
。

マ
入
林
し
た
場
合
は
、
タ
パ
コ
、

7
y

チ
、
た
き
火
な
ど
の
後
始
末
に
十
分

注
意
す
る
。

マ
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
町
長

の
持
可
を
受
け
、
注
意
事
項
を
よ
〈

守
り
、
終

っ
た
ら

『
完
全
消
火
』
を

確
認
す
る。

(10) 

r今
野
さ
ん
に
表
彰
状

山
火
事
予
防
に
尽
く
す

d 

先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
森
林
と
い
う

私
た
ち
の
抗
主
主
財
産
を
火
災
か
ら
苛

ろ
う
と
.
多
年
に
わ
た
り
郷
土
緑
化
や

疎
林
火
災
警
防
思
想
円
普
及
指
導
な
ど

を
率
先
し
て
続
け
て
き
た
ト
マ
ン
ケ
ン

海
林
愛
議
組
合

(組
合
長
加
藤
源
四
郎

さ
ん
)
と
今
野
長
治
さ
ん
(
光
台
森
林

愛
被
組
合
)
が
そ
の
功
紋
を
認
め
ら
れ

こ
の
た
び
函
館
営
林
局
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

ト
マ

ン
ケ
シ
森
林
愛
護
組
合
は
、
昭

和
二
十
四
年
六
月
に
組
合
結
成
以
米
二

十
凶
年
間

一
件
の
山
火
事
的
発
生
も
主

〈
、
ま
た
、
今
野
氏
治
さ
ん
は
、
昭
和

三
十
八
年
以
来
十

一
年
間
見
張
人
と
し

て
山
火
事
宇
消
防
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動

4
月
初

1
5
月
刊
日

や
励
ま
し
厚
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ

の
川、

六
十
五
号
の
発
行
を
み
ま
し
た

が
、
は
た
し
て
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立

て
た
か
ど
ヲ
か
は
疑
問
で
す
。
し
か
し

「
町
政
と
家
庭
を
結
よ
か
け
怖
と
し
て

み
な
さ
ん
の
定
見
が
反
映
さ
れ
た
縦
し

み
の
あ
る
も
の
に
」
と
い
う
ぷ
本
は
も

ち
続
け
た
つ
も
リ
で
す
。

0
・
お
か
げ
で
全
国
コ
ノ
ク
ル
に

も
入
選
で
き
、
思
い
残
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
五
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
町
づ
く
り
も
大
き
く
進
み

そ
の
変
ぼ
う
ぶ
り
に
驚
き
ま
す
。
町
民

み
ん
主
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
と
い

う
現
わ
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。

O
新
し
〈
初
当
す
る
鈴
木
係
長
も

叫
リ
切

っ
て

い
ま
す
の
で
、
私
問
憾
の

ご
戸
扱
を
お
願
い
し
ま
す
.
私
も
、
む

ず
か
し
い
民
業
情
勢
に
飛
び
込
み
精

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
.
よ

ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
立

重
主
紙
面
を
お
借
り
し
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

(

高
畑
秀
樹
)

.自動車税の納期が年1固に

自動車税同納期は、昨年度まで

5月と10月の2固に分けられてい

まLたが、今年度からは5月15日

から 5月31日までの年1固に変わ

りました。

なお、自動車税について町お問

い骨わせは、 ilJt自主庁税務部(函
館市li稜郭町 ・屯話51-9111)へ巴

(11) 



税の知識

確
定
申
告
の
ま
ち
が
い

昭
和
凶
イ
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
は
三
月
イ
瓦
日
で
終
わ
り

ま
し
た
.

し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
た
後
で
内

容
が
ま
ち
が

っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い

た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
ち
が

っ
て

い
た
と
き
は
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。訂
正
的
手
続
き
主
ど
に
つ
い
て
お
知

均
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
を
少
な
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
制
削
の
閉
め
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付

を
受
け
る
税
金
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
若
か
ら
更

正
町
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
卑
〈
し
た
方
が

有
利
で
す
。
つ
ま
り
、
税
務
署
の
捌
査

を
受
け
た
後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
き

は
、
税
額
町
五
%
の
過
少
申
告
加
算
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
自
分
で
ま
ち
が
い

を
発
見
し
て
剃
査
を
受
け
る
前
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算

税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

マ
税
額
を
多
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
制
的
計
ロ
を
ま
ち
が

勺
た

還
付
を
受
け
た
税
金
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
き
は
、
正
し
い
伐
飢
に
な

お
す
よ
う
に

「更
正
の
約
求
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

F

些
比
円
筒
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら

一
年
間
で
す
か
旬
、
昭
和

四
十
八
年
分
的
所
得
税
の
確
定
巾
告
に

つ
い
て
は
‘
昭
和
五
十
年
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

更
正
円
前
求
を
す
る
と
、
税
務
者
で

は
そ
の
内
容
を
調
べ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
返
す
こ
と
に
主

っ
て
い
ま
す
。

マ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
な
か
っ
た
と
き
は
‘
申
告
期
限
後

で
も
肺
廷
申
告
を
す
る
と
こ
が
で
き
ま

す
。
こ
の
「
期
限
後
申
告
」
は
、
税
務

国自か

』り
決
定
的
通
知
が
あ
る
ま
で
は
、

い
つ
で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
し
た
方
が
有
利
で

す
。
つ
ま
り
、
期
限
後
申
告
を
し
右
い

で
税
務
者
か
句
決
定
の
通
知
を
受
け
る

と
、
税
仰
の

一
O%
の
無
申
告
加
算
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
調
査
を
受
け
る
前

に
申
告
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税

は
税
制
の
五
%
で
済
み
ま
す
。

な
お
、
申
告
舎
の
用
紙
は
八
装
税
務

阪
井
武
威
(
美
男
二
男
)
八
東

住

吉

点

(

義

行

ニ
到

)

栄

町

渡
瀬
美
訓
相
手
(
和
夫
長
女
)
金
原

千

築

哲

也

(喜
太
郎
長
男
)
稲
穂

桜

井

秀

子

(利

一

四

女

)

神

丘

餌

取

持

チ

(

勇

長

女

)
鈴

金

中
塚
真
由
美

(栄

一

長
女
)
光
台

津

村

君

(

時

男

長

男

)

鈴

金

菊

池

博

(

保

長

男

)

末

広

町

菱

田

博

明

(清
弘

長

男

)

八

束

渡

部

真

美

(窓

利

長

女

)

旭

内

-
要
求
貫
徹
で
生
乳
出
荷
ス
ト

酪
牒
危
機
で
企
薗
的
な
乳
価
ア
y
プ
要
求

ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で
も
農
協

を
中
心
に
三
月
下
旬
波
状
的
に
、
プ
ラ
カ
ー

ド
を
掲
げ
た
パ
レ
ー
ド
や
牛
乳
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
投
裂
な
ど
で
危
機
を
訴
え
ま
し
た
。

J示瓦面必
前月に
土ιべて

人口 10，316 (+ 1) 
男 5，]]3(+ 3 ) 
女 5，203(-2) 
世帯 2，705 (+4) 

Cri月 28日現在の)
住民基本台帳人口

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

笹
森
武
子
(
私
信
二
女
)
金

日

肝

深

首

(

一

二

女
)
加

町 1Jli.

=広報=

トヒqックス
バ開閉F酬割判官咋吋郡忠明，時

m -
.... 

凶d輔副凪，

回回目白F
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/
 .歯
車
田
に
優
雅
な
タ
ン
チ
ョ
ウ

三
月
下
旬
盟
国
の
湿
地
幣
に

一
羽
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
プ
ル
が
飛
来
、
悩
雅
な
姿

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
道
南
に
ソ
ル
が

現
わ
れ
た
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
す

が
、
仲
間
に
は
ぐ
れ
迷
い
込
ん
で
来
た

の
で
は
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特
別
天
然

記
念
物
、
み
ん
な
で
大
事
に
守
っ
て
、

で
き
れ
ば
住
み
つ

い
て
欲
し
い
も
の。
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司
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"" 
佐
久
間
明
子
(
使
一
長
女
)
本
町

鷲
野

甚
『
(
竹
春
長
女
)
昭
和
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

阿
部

一
夫

1
ニ
山

信

子

八

束

米

安

強

H
H塩

谷

和

子

末

広

町

吉

田

治

之

l
岩

田

奈

々

子

曙

町

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

坂

本

作

太

郎

七

十

七

歳

鈴

山
崎

は

な

八

十

歳

旭

有

塚

正

心

五
十
七
歳

八

菊

地

賢

一

凶

歳

鈴

金 束町岡


